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太っても働き者
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だれもが脂肪細胞からイメージする言葉は 「肥 はいったん増えた脂肪細胞数は減らないようなの

満Jだと思います。脳細胞が多いことに不満をぶ で肥大型肥満となるのです(図2)。

つける人はいないのに、脂肪を蓄える脂肪細胞に ι ー-

は厳しい目が注がれています。脂肪細胞はヒトに

とって悪者なのでしょうか。いいえ、実はホルモ

ンを出す細胞だったのです。

脂肪細胞は細胞肥満

脂肪組織にはアデイポサイト (アデイポは脂肪

の意味)と呼ばれる脂肪細胞とそのもとになる前

駆脂肪細胞のほかに、神経細胞、繊維芽細胞、血

管内皮細胞などが含まれています。そして栄養が

豊富だと前駆脂肪細胞が脂肪細胞へと分化(変化)

します。一人の体の中には脂肪細胞の数はほぼ

600億個あります。ヒトの全部の細胞数は約60兆

個ですから、だいたい 1%になります。ところが、

肥満すると脂肪細胞はぐんと増え、数倍の3.000

億個にまでなります。さらに、細胞の大きさは、

赤血球が直径8マイクロメータに対して脂肪細胞

では20から100マイクロメータです。つまり、脂

肪細胞自身が肥満しているのです。一般的には、

思春期や乳児期では増殖型肥満が見られ、成人で

図1 脂肪細胞写真(提供/室蘭工業大学・長谷川博士)

濃く赤い部分は脂肪滴

脂肪細胞には2つの種類があります。1つは白

色脂肪細胞、もう一つは肩甲骨の下にある褐色脂

肪細胞です。一般的に脂肪細胞と呼ばれるときは

白色脂肪細胞を指しており、大きさは約100マイ

クロメータもあり、内部には脂肪があるというよ

り、充満しています。そして取り込んだ脂肪があ

まりにも多く(細胞あたり 1マイクログラム)、

小さな脂肪滴がつながって大きな脂肪滴になり、

細胞内組織は端に追いやられ三日月のような形に

なっています。一方、褐色脂肪細胞の大きさは20

から40マイクロメータとやや小振りで、脂肪滴も

細胞の数か‘
増える

図2 脂肪細胞の数・大きさの変化
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脂肪滴

白色指肪細胞

図3 2つの脂肪細胞

大小の袋状に収まっています(多房性脂肪滴)。

ミトコンドリアを多く含み、多量のシ トクロムの

ために本当に褐色に見えます(図3)。

エネルギー貯蔵

脂肪細胞の存在意義は、飢餓状態や次に起こ

るべきことに備えて、エネルギーをできるだけた

め込むことです。外部から栄養をとる動物にとっ

ては当然です。そのエネルギーになるのは中性脂

肪です。体が大きくなるに応じてエネルギーを貯

蔵することが必要であり、肉食動物ならば餌を獲

得できない時を乗り越える必要があるからです。

女性の方が中性脂肪を貯蔵しやすいことは、生命

の連続性のためと言われています。

エネルギーの細胞内への取り込みでも 2種の細

胞は違います。血中のリボタンパクであるキロミ

クロン、 VLDLを取り込む白色脂肪細胞、グルコ

ースを取り込んで中性脂肪にするのが褐色脂肪細

胞です。

褐色脂肪細胞

少ないけれどとても役立つのが褐色脂肪細胞で

す。この細胞は成人よりも乳幼児に多くあり、体

温調整に働いています。赤ちゃんが寒さに強いの
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はこの細胞のおかげです。こうした機能は正しい

エネルギーバランスにも働いています。体に取り

込まれた余分なエネルギーを褐色脂肪細胞がその

多量のミトコンドリアを使い、次々と熱エネルギ

ーに変えていきます。

脂肪細胞がホルモンを出す

これまで脂肪細胞は受動的なエネルギー貯蔵細

胞としてとらえられてきており、「太りすぎより

痩せたほうがよいJというレベルで扱われてきま

した。しかし最近の研究から脂肪組織がホルモ

ンやサイトカインなどという生理活性物質を出す

ことがわかりました。これによって、 一躍、脂肪

組織は最大のお荷物から最大の内分泌臓器へとの

し上がったのです。

もっとも重要な研究は1994年 Friedman博士に

よる肥満遺伝子の発見だといえます(図4)。マ

ウスを使つての実験ですが、脂肪細胞がレプチン

というホルモンを出し、それが脳の視床下部に作

用し、食欲の抑制とエネルギー消費の増大を引き

起こすことがわかったのです。つまり、脂肪細胞

自身が肥満をコン トロールしていたのです。

さらにレジスチン、アデイポネクチン、PAI-1

(ノTイワン)、TNF-α(ティーエヌエフ α)と次々
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図5 ホルモンコントロール
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動植物の持つ栄養素の 1つで、常温で液体、

固体の両方がある。動物性脂肪は肝臓や脂肪

細胞に貯蔵される。脂肪は分解されると脂肪

酸とグリセリンになる。

シトクロム

鉄を含有するタンパク質で酸化還元機能を持

つ。ミトコンドリア、葉緑体に含まれる。

11リポタンパク、キロミクロン、 VLDV

司、

脂質か.血中に存在するとき脂質とタンパク

質が結合したもの。比重によりキロミクロン、

VLDL，LDL，トmLなどに分類される。動脈硬化
と関連があり、 LDLと結合したコレステロー
ルを悪玉、トmLとの結合したものを善玉と呼
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図6 悪玉、善玉

に新しい分子が発見され、一連の脂肪組織が分泌、

する物質群をアデイポサイトカインと呼ぶまでに

なりました。

もちろん、ヒトにおいても飢餓状態になるとレ

プチンを出す量が減ってくるので、視床下部の指

示で体の機能を落としてエネルギーの節約に貢献

する一方、食欲を増大させます。一方、十分な栄

養があり、脂肪細胞が増えてくるとレプチンがど

しどし分泌され、視床下部はそれではと、食欲を

減退させ、エネルギー消費を増やすさまざまな手

段を講じます。

f也のアデイポサイトカインもさまざまな働きが

ある中で、大きく分けると動脈硬化を指標に悪玉

のPAI-l、TNF-α と善玉のアデイポネクチンと

いう言い方もあります。最近、マスコミではアデ

イポネクチンのことを「長寿ホルモンjと呼ぶま

でになっています。

これからは、脂肪組織たちを単に脂身とみるの

でなく、体重増加をコントロールしている仲間だ

と思ってください。ただし、エネルギーの摂取と

エネルギー消費のバランスがとれているときで

す。~
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